
  [image: 鹿角街道「安代」]


  
    
  
    「鹿角街道音声ガイド」目次



 	
        

    
      	折壁番所跡


      	殿坂の石碑


      	田山舘跡


      	苗代沢窯跡


      	苗代沢一里塚


      	塞ノ神


      	梨の木峠


      	曲田一里塚


      	土屋新道

	有矢野館跡 

      	五日市館跡


        	目名市館跡


      	浅沢神楽伝承館


      	荒屋一里塚


      	八幡平市博物館


      	安比塗漆器工房


      	軽井沢追分碑


      	七時雨一里塚


      	供養碑


      	お七地蔵


      	マダ並木道


      	権現様


      	不動の滝・桜松神社
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    ここには江戸時代、南部盛岡藩の番所がありました。番所は交通の要所におかれ、旅人はここで通行手形や荷物を検査され、また税を徴収されました。1848年にここを通った旅人の松浦武四郎も税を取られたことを日記を残しています。
  


  
    
   

      	目次


      	次の資源

    

  


  殿坂の石碑とのさかせきひ


 
    	
      音声ガイド
    


    	◁目次へ
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 これは南北朝時代に建立された板碑です。板碑とは中世に盛んに作られた供養塔で、全国に分布します。この碑には「南無阿弥陀仏」と大きく刻まれ、その横に延文2年、西暦1357年の文字が読み取れます。伝承によると、いにしえに空海上人が地方遍歴の折にこの地を訪れ、有力者であった安保中納言を弔うため、「南無阿弥陀仏」と白い布に墨書きしたものを、のちの南北朝時代に石碑に刻み建立したといいます。幕末、西暦1860年に殿坂の地からこの地蔵寺に移設されました。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  田山舘跡たやまだてあと







    	
      音声ガイド
    


    	目次へ

  



  
   田山館は、安代地区で22箇所を数えるという中世の館跡の中でも最大規模のもので、鹿角街道の主要な宿駅の役割を果たしていた田山集落にふさわしい姿といえるでしょう。

田山集落に沿う北側丘陵にあって、三つの曲輪からなり、北から上館、中館、下館に分かれています。館の北端および各郭の間には、幅10m前後、深さ7.8mの空堀が設けられ、南端もきわめて急峻です。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  苗代沢窯跡なしろさわかまあと	



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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　ここは幕末から近代初期にかけて庶民が日常に使うすり鉢や皿などの陶器を焼いた窯がありました。昭和48年に旧安代町の史跡に指定されました。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次

	次の資源

    

  


  苗代沢一里塚なしろさわいちりつか



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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　この一里塚は、盛岡と秋田県鹿角を結ぶ鹿角街道の途中にあります。鹿角街道の起点である盛岡城下から15里、約69キロメートルのところに築かれています。この塚は江戸時代後期に築かれたものと推定されています。一里塚は本来、街道の両側に１基ずつ築かれますが、ここは西側の一基のみが現存しています。東側は明治二十年代以降の道路の拡幅工事の際に消滅したものと思われます。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次

  	次の資源

    

  


  塞ノ神さいのかみ



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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　大木の根元に小さな祠が２つ祀られています。塞ノ神とは郡境や村境、峠などに祀られたもので、よそから敵や悪い霊の進入を防ぐ神様です。道沿いに祀られたことから、その後旅の安全を守る神様ともなりました。	

　江戸時代末期に蝦夷地を探検し、北海道という名称の名付け親でもある松浦武四郎は、調査を終え江戸へ戻る途中ここを通り、「梨ノ木峠に小さい像がある。

　ここは鹿角郡、二戸郡との境である。」と記しており、当時からこの祠が祀られていたことがうかがわれます。
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      	目次

  	次の資源

    

  


  梨の木峠なしのきとうげ



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ

  



  

  
　ここは太平洋側へ流れる安比川と日本海側へ流れる米代川の分水嶺で梨の木峠とよばれます。鹿角街道中、最大の難所といわれた七時雨山の車の走峠に継ぐ標高となっており、峠には梨の木があったという記録があります。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次

	次の資源

    

  


  曲田一里塚まがたいちりづか


  
    	音声ガイド


    	◁目次へ
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    曲田一里塚は、鹿角街道の起点である盛岡城下から十四里、約64キロメートルのところにあります。江戸時代後期に築かれたと推定されています。道の両側にあった一里塚がどちらも現存し、当時の貴重な資料として今に伝えています。曲田村には盛岡から４番目の宿場である曲田宿があり、盛岡方面からくる鹿角街道と二戸・浄法寺方面からくる浄法寺街道との結節点としてにぎわいました。


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  土屋新道つちやしんどう


  
    	音声ガイド


    	◁目次へ

  



  

  
    土屋新道は明治20年以降、鹿角街道の改修工事で新しく拡幅された道です。「土屋」とはその時に担当した人物の名前からとったといわれています。


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  有矢野館跡ありやのだてあと


  
    	音声ガイド


    	◁目次へ
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    安代地区には中世の城館跡が22箇所確認されています。この有矢野館跡はその一つで、堀跡は今でも見ることができます。この地は安比川と打田内川の合流する地点で、南の荒屋新町方面、北の浄法寺方面、西の田山方面を睨む要衝でした。	

以前五日市小学校の敷地として整備されたため、全体の規模などはわかっていませんが、目名市館と同様、戦国期にかけて発達した築城技術が窺われます。	

またここから西方の上ノ山までの緩やかな丘陵一帯は、縄文時代から弥生時代、平安時代までの遺構・遺物が出土する「有矢野遺跡」であり、長期にわたる集落の営みが解明されてきたところです。	
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      	目次


      	次の資源

    

  


  五日市館跡いつかいちだてあと


  
    	音声ガイド


    	◁目次へ

  



 

  
    この館跡は、古文書に里城とも五日市城とも記されている中世城館の遺構です。地形的には北東に流れる安比川に合流する目名市川と青沢川の間の丘陵の先端部にあります。中心となる曲輪を地元では「さとしろ」と呼び、現況でも1.6haと大規模です。	

堀、土塁、切岸などの城の施設は昭和43年の十勝沖地震によって崩落し、現在見られる岩場に変容していますが、往時は堀が曲輪をほぼ全周していたとみられています。この曲輪と堀を比較すると、二戸郡域では浄法寺城、一戸城、九戸城などに匹敵する規模・構造をもっています。


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  目名市館跡めないちだてあと


 
    	
      音声ガイド
    


    	◁目次へ

  





  
 この目名市館跡は、安代地区に22箇所あるといわれる中世城館の一つで、目名市集落の背後、北から回り込む「かどがしら」の沢と「田の沢」の間の丘陵先端部にあります。確認された遺構も、ほぼ城館が営まれた時代に関わるものです。

段丘は車道に分断されましたが、「おばたけ」、「めねず」と呼ばれる東の平場と、「たて」、「蔵屋敷」と伝わる西の平場は、それぞれが築城時の曲輪であった可能性があります。また東の平場は、縄文時代から平安・室町・江戸時代まで、各時代の遺物が多数採集される複合遺跡となっています。
  


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  浅沢神楽伝承館あさざわかぐらでんしょうかん







    	
      音声ガイド
    


    	目次へ

  



  
   浅沢神楽は安代地区に伝わる民俗芸能で、約８００年前に山伏によって伝えられた里神楽が原型といわれています。浅沢神楽伝承館には神楽舞に関する資料が展示してあるほか、神楽殿が整備され、祭事やイベント時には地元に伝わるいろいろな民俗芸能が披露されます。	

  


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  荒屋一里塚あらやいちりづか







    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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 荒屋一里塚は、荒屋新町の街から隠れるように木漏れ日の中にあります。山の斜面に鹿角街道が通っていたことから地形を巧みに利用して、左右の塚の大きさが違い、両塚間の道幅も他の一里塚よりも狭く築かれています。


江戸前期につくられたもので一対がほぼ現状のまま保存されています。現在の荒屋新町は、荒屋宿という宿場町で、万延元年、西暦1860 年に南部盛岡藩主利剛公が鹿角地方を巡検するためここを通った時の記録によると、荒屋宿には４9 軒の家屋があるとされ、また他の紀行文には、酒屋、旅籠、馬継所が軒を連ね、名物は漆器、木地細工、葛粉、紫根、苧、椎茸であると記されています。	
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      	目次


      	次の資源

    

  





  八幡平市博物館はちまんたいしはくぶつかん







    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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古くから秋田、津軽への交通の要として重要な役割を果たしながら、独特の文化を育んできた八幡平市安代地区。八幡平市博物館では、地域に生きた先人たちの営みを知っていただくとともに、安代の歴史と文化を紹介しています。安代で生まれ、徳川家の菩提寺である寛永寺の大僧正となった考順ゆかりの品々、国内でも珍しい絵ごよみである「田山暦」をはじめ、昔ながらの農具や漆器、縄文遺物など興味深い資料を数多く展示しています。 また、安代ならではのスキーの歴史と、1992年アルベールビルオリンピック、ノルディック複合競技で活躍した三ケ田礼一選手の金メダルも展示しています。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    





  安比塗漆器工房あっぴぬりしっきこうぼう







    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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  安代地区は、隣接する二戸市浄法寺地区とともに、良質の漆と原木に恵まれ、江戸時代より漆器の生産地として広く知られていました。	


戦後プラスチック漆器の台頭などで生産が低迷していましたが、安比塗漆器工房ではこの伝統を受け継ぎ、新たに「安比塗」として使いやすい漆器を作りつづけています。国産漆をふんだんに使用し、下地から上塗りまで10回以上塗り重ねる「安比塗」。	


その鮮やかな発色と、使えば使うほど深い味わいが出てくるのが魅力です。工房では箸、お椀などに自由に絵を描く漆器への絵付け体験ができます。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  軽井沢追分碑かるいざわおいわけひ


 
    	
      音声ガイド
    


    	◁目次へ
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七時雨山麓の軽井沢集落近くの道端に小さな追分碑があります。鹿角街道本道と桜松神社道の分岐点に立てられ、「右は桜松神社、左は寺田道」と刻まれています。高さ70ｃｍ、幅20ｃｍの自然石で、追分碑としては小型です。
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      	目次


      	次の資源

    

  



  七時雨一里塚ななしぐれいちりづか



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ

  



  [image: 七時雨一里塚]


  
　この一里塚は鹿角街道の起点である盛岡城下から十二里、約55ｋｍのところにあります。一里塚は道の両側に２基１対で築かれますが、これはほぼ原形のまま残されており、この塚と塚の間が当時の道幅であると考えられます。一里は通常三十六丁、（約４ｋｍ）を一里とされましたが、鹿角街道の場合は四十二丁、（約4.6ｋｍ）で一里としていることから、一里の間隔が広く、起点からの里数が少なくなっています。ここは樹木の少ない急傾斜の原野であり、当時行きかった旅人もこの素晴らしい景色をながめたことでしょう。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次

	次の資源

    

  


  供養碑くようひ



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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　鹿角街道沿いには、旅の途中で息絶えた人の供養碑がいくつか残っています。この供養碑の正面には亡くなった人の戒名、左面には安永５年（西暦1854年）、右面には正月十五日と刻まれています。旧暦の正月といえば現在の３月頃にあたります。春が近いとはいえ、まだまだ雪深い七時雨を旅する苦労が偲ばれます。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次

	次の資源

    

  


  お七地蔵おしちじぞう



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ
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　大きなマダの木の根元にかわいらしいお地蔵さんがひっそりとたたずんでいます。これは、旅の途中で亡くなった女性を供養するために立てられたもので、お腹の部分に戒名、右面には安永九年（西暦1780年）、左面には住んでいた場所である、「鹿角花輪」、また生前の名前である「お七」という文字が刻まれており、地元の人はお七地蔵と呼んで供養しています。


この辺りは古くから「地蔵長根」と呼ばれており、江戸時代の探検家、松浦武四郎の「鹿角日記」にもこの地の記載があります。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次

	次の資源

    

  


  マダ並木道まだなみきみち	



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ

  



  [image: マダ並木道]


  
　ここではマダノキが美しい並木道を作っています。マダとは安代地域の言葉でシナノキを指します。車の走峠を境に接する西根地域ではマンダと呼ばれ、同じシナノキを表す言葉でもちょっとした違いがみられます。通常、街道沿いのの並木と言えば、杉や松、柳などを思い浮かべるかもしれません。実際、南部盛岡藩は街道の並木について松または柳を植えるように指示しています。しかしこの七時雨山の過酷な環境に松や柳を苗木しても生育することが難しかったのか、自生しているマダノキが利用されています。またマダの樹皮は雨具のケラや、弁当などを入れるかごを作る材料として利用されました。マダは街道の並木として旅人に癒しと涼を与えるとともに、地域の人々にも馴染みの深い木だったのです。	
  


  
    
      	前の資源


      	目次

 	次の資源

    

  


  権現様ごんげんさま


  
    
      	
        音声ガイド
      


      	◁目次へ
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    七時雨山山頂に石で作られた権現様が祭られています。県北地方では、獅子頭のことをゴンゲンサマと呼びます。これは豊作を願う村人により、南の寺田側に、西の荒屋側にと日々向きを変えていたといわれています。 寺田の人々は雨乞いをする時、この権現様に鰊を供えるならわしがありました。その理由は次のような昔話があります。

    「むかしむかし、ある若者が七時雨山の権現さまサ雨乞いしたけズども、なんぼ拝んでも、一滴の雨も降らねエがったド。若者はごしぇやいで、昼飯にもってきでだ鰊を権現さまの口サ突っ込んで、『こんたにお願えしても雨降らさねえのが。これでも食らえ。』ってどなったズもな。そしたば、あれやあれやと大きな水おけをいくつも、ひっくりぎゃしたような雨が降り、『権現さま、もうしわけねぇごどしあんした。許してくだせえ』とあやまりながら一目散に山を下りだズもな。」それから人々は雨乞いには鰊を供えて祈願するようになったということです。

    また荒屋側の言い伝えには、八幡太郎がこの村のどこからも見渡せるよう、高く美しい山をつくり、その頂に権現様を祀り、村里の守り神としたということです。村人はその山を七時雨と名付け、心の山として親しみ崇めてきたといわれています。

  


  
    
      	前の資源


      	目次


      	次の資源

    

  


  不動の滝・桜松神社ふどうのたき・さくらまつじんじゃ



    	
      音声ガイド
    


    	目次へ

  



  [image: 不動の滝・桜松神社]

  
   不動の滝は三段からなり、「日本の滝百選」の一つに数えられているほか、「岩手の名水二十選」にも認定されています。周囲の静かな空気を震わせ、高さ15ｍの滝が白い飛沫を上げて垂直に流れ落ちる様は圧巻です。この不動の滝は修験者の道場だったといわれ、今なおその雰囲気が漂っています。滝の中程には石彫の不動明王が安置されています。もとは滝不動とよばれていましたが、明治4年に桜松神社と改称されました。

毎年5月3日は不動の滝まつりでにぎわいます。また、冬も見学可能で、雪の日には水墨画のような世界が見られます。寒さの厳しい冬には滝が凍りついて氷柱になることもあります。
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      	目次
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